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一　

現
代
の
危
機
と

　
　

五
〇
年
代
学
生
運
動

　

安
倍
内
閣
の
七
〇
％
を
超
え
る
支
持
率

は
、
政
治
学
で
い
う
「
保
守
革
命
」、「
新

保
守
主
義
」
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。「
新
保
守
主
義
」
と
は
、

森
政
稔
氏
が
定
義
し
て
い
る
よ
う
に
、
福

祉
国
家
的
な
改
革
に
対
抗
し
て
、
政
治
的
・

文
化
的
に
は
、
保
守
主
義
を
と
り
な
が
ら
、

経
済
的
に
は
新
自
由
主
義
を
徹
底
的
に
進

め
る
政
策
で
あ
る
（『
変
貌
す
る
民
主
主

義
』
ち
く
ま
新
書
）。
改
憲
路
線
を
強
引

に
押
し
進
め
、
ア
ジ
ア
に
新
し
い
「
冷
戦
」

の
危
機
を
創
り
な
が
ら
、
T 

P 

P
に
参
加

し
て
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
い
っ
た
イ
ン

フ
レ
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
安

倍
内
閣
こ
そ
「
保
守
革
命
」
の
極
北
で
あ

る
。

　

今
日
、
文
科
省
は
、
運
営
交
付
金
や
補

助
金
を
大
幅
に
削
減
し
な
が
ら
、「
競
争

的
配
分
」
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
各
地
の
大

学
に
新
自
由
主
義
的
な
改
革
を
強
制
し
て

い
る
。
私
が
所
属
し
て
い
た
小
樽
商
科
大

学
で
も
、
人
事
権
や
授
業
の
編
成
権
を
学

長
に
一
元
化
し
、
学
科
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
改
革
案
が
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ

れ
を
推
進
し
て
い
る
大
学
の
執
行
部
は
、

そ
れ
こ
そ
が
新
自
由
主
義
的
な
大
学
改
革

（
改
悪
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
、
よ
く

わ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
「
痴
呆
」
状
況

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
ど
の
よ

う
な
対
抗
文
化
（
運
動
）
を
つ
く
れ
ば
い

い
の
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、

私
は
こ
こ
数
年
、
明
治
期
か
ら
戦
後
史

に
研
究
テ
ー
マ
を
変
え
、
特
に
一
九
五
〇

年
前
後
の
民
衆
運
動
や
学
生
運
動
を
研

究
し
て
い
る
。
ま
ず
早
稲
田
大
学
の
吉

田
嘉
清
氏
か
ら
始
め
て
、
京
都
関
係
で

は
、
小
畑
哲
雄
（
小
樽
商
科
大
学
『
人
文

研
究
』
一
二
〇
号
）・
中
岡
哲
郎
（『
ア
リ

ー
ナ
』
一
一
号
）・
上
田
篤
（
同
『
人
文
研

究
』
一
二
二
号
）・
坂
東
慧
（『
商
学
討
究
』

六
三
巻
二・
三
号
）
氏
ら
の
聞
き
取
り
を

掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
聞
き
取
り
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
え
る
人
は
、
小
樽

商
科
大
学
の
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

入
っ
て
、Barrel

と
い
う
所
か
ら
私
の
名

前
で
引
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
読

め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
使
え
な
い
方

は
、
私
の
所
（
〒
６
０
１
―
１
３
２
１　

京

都
市
伏
見
区
醍
醐
北
端
山
五
―
二
一
）
に
、

ハ
ガ
キ
を
送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
す
ぐ

に
お
送
り
す
る
。

　

こ
こ
数
年
、
五
〇
年
代
の
学
生
運
動
を

総
括
す
る
動
き
が
各
地
で
活
発
に
な
り
、

東
北
大
学
や
北
海
道
大
学
の
反
イ
ー
ル
ズ

闘
争
の
記
録
が
公
刊
さ
れ
、
東
大
や
早
稲

田
で
は
以
前
か
ら
学
生
運
動
史
が
出
さ
れ

て
き
た
が
、
何
と
も
関
西
の
動
き
が
鈍
い

と
い
う
の
が
実
感
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
あ

っ
て
聞
き
取
り
を
始
め
た
の
だ
が
、
京
都

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
中
岡
哲
郎
氏
の

『
現
代
に
お
け
る
思
想
と
行
動
』（
三
一
新

書
）
や
豊
田
善
次
氏
の
『
高
橋
和
巳
の
回

想
』（
構
想
社
）
な
ど
の
著
書
、
大
島
渚
氏

の
回
想
、
本
誌
の
小
畑
哲
雄
氏
ら
の
記
事

な
ど
、
優
れ
た
記
録
が
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

近
年
に
な
っ
て
田
中
貞
夫
・
太
田
雅
夫
編

著
の
『
五
〇
年
代
の
群
像　

同
志
社
の
青

春
』（
刊
行
会
）
が
出
版
さ
れ
、
同
志
社
出

身
の
德
山
詳
直
氏
の
『
芸
術
立
国
』（
幻
冬

舎
）
や
京
大
出
身
の
坂
東
慧
氏
の
『
昭
和

と
は
何
で
あ
っ
た
か
』（
日
本
評
論
社
）
な

ど
の
回
想
記
が
次
々
と
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
昨
年
か
ら
『
大
原
社
会
問
題
研

究
所
雑
誌
』（
六
五
二
、六
五
三
号
）
が
、

五
〇
年
前
後
の
学
生
運
動
の
特
集
を
組
み
、

六
五
三
号
に
は
京
大
出
身
の
小
畑
哲
雄
・

望
田
幸
男
氏
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

六
〇
年
前
と
い
う
の
は
一
つ
の
節
目
で
、

記
録
を
残
そ
う
と
い
う
動
き
が
個
人
の
な

か
で
も
出
て
き
て
い
る
。

二　

新
し
い
資
料
の
発
掘
に

　

現
在
の
私
は
、
一
〇
〇
人
以
上
の
人
か

ら
聞
き
取
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
文
献

資
料
の
発
掘
に
努
め
て
い
る
。
京
都
大
学

の
大
学
文
書
館
の
資
料
や
京
都
府
立
総
合

資
料
館
の
文
書
以
外
に
、
い
ろ
ん
な
資
料

が
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
為
政
者
の
側
の

資
料
で
、
G 

H 

Q
の
文
書
は
、
一
部
は
公

刊
さ
れ
て
い
る
が
（『
日
本
占
領
・
外
交
関

係
資
料
集
』
柏
書
房
）、
膨
大
な
マ
イ
ク
ロ・

フ
ィ
ル
ム
が
、
立
命
館
大
学
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
何
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
の
調
査
が
必
要
で
、
今

夏
は
一
カ
月
ほ
ど
、
ワ
シ
ン
ト
ン
暮
ら
し

を
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

宮
内
庁
書
陵
部
や
国
立
公
文
書
館
の
資

料
調
査
は
終
え
た
が
、
こ
こ
で
も
京
大
天

皇
事
件
な
ど
で
面
白
い
文
書
が
で
て
き
て

い
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
本
誌
で
も
紹
介

し
た
い
。
ま
た
法
務
府
特
別
審
査
局
（
い

わ
ゆ
る
「
特
審
局
」）
の
文
書
で
あ
る
。
こ

れ
は
以
前
か
ら
『
特
審
月
報
』
が
不
二
出

版
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
特
審
局
に
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関
連
す
る
文
書
が
、
か
な
り
公
刊
さ
れ
て

き
て
い
る
。
特
に
破
防
法
の
制
定
に
係
わ

っ
た
特
審
局
の
関
之
氏
の
文
書
が
、
近
代

日
本
史
料
研
究
会
に
よ
っ
て
目
録
が
作
ら

れ
、
国
会
図
書
館
の
憲
政
資
料
室
に
保
管

さ
れ
な
が
ら
、
現
在
で
も
未
公
開
に
な
っ

て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

運
動
の
側
の
資
料
と
し
て
興
味
深
か
っ

た
の
は
、
日
本
共
産
党
の
関
西
地
方
委
員

会
の
資
料
が
、
大
阪
の
岩
井
会
に
保
存
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
志
田
重
男
氏
の

遺
稿
集
を
編
纂
さ
れ
た
渡
辺
照
子
氏
が
ご

健
在
で
、
今
で
も
資
料
を
守
っ
て
お
ら
れ

る
。お

そ
ら
く
個
人
の
文
書
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
膨
大
で
あ
り
、
私
も
京
大
天
皇
事

件
で
中
岡
氏
に
公
開
質
問
状
を
書
く
よ
う

に
頼
ん
だ
、
京
大
共
産
党
の
指
導
者
榎
並

公
雄
氏
の
文
書
を
ご
遺
族
か
ら
預
か
っ
て

い
る
。
昨
年
か
ら
の
引
っ
越
し
と
目
の
手

術
に
紛
れ
て
、
未
だ
に
整
理
し
て
い
な
い
。

こ
の
会
に
参
加
し
て
お
ら
れ
る
方
で
も
、

日
記
や
手
紙
、
書
類
な
ど
を
捨
て
よ
う
と

考
え
て
お
ら
れ
る
方
は
、
是
非
、
ご
一
報

い
た
だ
き
た
い
（
電
話
０
９
０
―
１
６
４
３

―
５
４
３
６
）。
ど
ん
な
文
書
が
、
資
料
と

し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
か
は
、
私
も

論
文
を
書
く
ま
で
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
る
。

今
こ
そ
五
〇
年
代
の
京
都
の
民
衆
運
動
の

記
録
を
残
し
、
総
括
し
て
い
け
る
最
後
の

時
で
あ
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
筆
を
執
っ
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
す
る
。




